
命
を
守
る
１
１
９
番
通
報

正しい１１９番のかけ方

�何が起こったか（火事か救急かその他の災害か）
�発生場所（町名、番地、家の名前など）
�近くの目印（建物、橋など）
�災害の状況
・火事の場合は、何が燃えているか、逃げ遅れた人がいるかなど
・救急の場合は、事故種別（急病、交通事故、一般的な負傷など）
および傷病者の状況（意識状態や呼吸、出血の有無など）

�通報者本人の名前と電話番号

こここ
どどど
ももも
消消消
防防防
カカカ
ーーー
ニニニ
バババ
ルルル

No.７４６

徳
島
市
消
防
局
で
、
１
１
９

番
通
報
を
受
け
て
、
火
災
・
救

助
・
交
通
事
故
・
急
病
な
ど
の

災
害
の
種
類
に
よ
り
、
消
防
署

お
よ
び
消
防
団
に
出
動
指
令
を

行
う
と
と
も
に
、
消
防
隊
、
救

急
隊
に
支
援
情
報
を
送
る
な
ど

の
業
務
を
行
う
の
が
「
通
信
指

令
室
」
で
す
。

通
報
件
数

通
信
指
令
室
に
は
、
年
間
に

約
１
万
６
千
件
の
通
報
が
あ
り

ま
す
。
１
日
あ
た
り
に
す
る
と

約
４４
件
。
管
轄
地
域
の
住
民
の

１６
人
に
１
人
が
通
報
し
た
計
算

に
な
り
ま
す
。

通
報
時
は
落
ち
着
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
周
り
で
、

火
事
が
起
こ
っ
た
り
、
急
病
や

突
然
の
ケ
ガ
で
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
電
話
で
１
１
９
番
を

か
け
て
、
消
防
車
や
救
急
車
を

呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

通
報
を
す
る
事
態
は
い
つ
訪

れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
と

話
す
こ
と
。
正
し
い
通
報
が
、

迅
速
、
的
確
な
消
防
活
動
に
つ

な
が
り
ま
す
。

正
し
い
１
１
９
番
通
報

通
報
で
は
、
は
っ
き
り
と
左

表
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う

（
※
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
、

手
を
振
っ
て
消
防
車
、
救
急
車

に
合
図
し
誘
導
し
て
下
さ
い
）。

携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

の
１
１
９
番
通
報

携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
通

報
す
る
場
合
、
市
外
局
番
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
「
１
１

９
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
は
、
携
帯
電
話
な
ど
か

ら
１
１
９
番
通
報
し
て
も
、
基

本
的
に
は
管
轄
の
消
防
本
部
に

つ
な
が
り
ま
す
が
、
境
界
付
近

で
の
１
１
９
番
通
報
に
お
い
て

は
、
管
轄
以
外
の
消
防
本
部
へ

つ
な
が
る
と
き
が
あ
り
、
そ
の

場
合
は
、
消
防
本
部
間
で
電
話

を
転
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
市

町
村
名
か
ら
住
所
を
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
（
※
一
度
住
所
を
話

し
て
、
電
話
転
送
後
に
、
も
う

一
度
住
所
を
話
す
こ
と
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
火
事
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
１
１
９
番
で
な

く
、
�
（
６
２
５
）
９
１
１
９

に
か
け
て
下
さ
い
。

１１
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
消
防
と
の
結
び
つ
き

を
象
徴
す
る
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
ち
な
ん
で
、
消
防
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、

防
火
防
災
意
識
の
高
揚
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を
目
的
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
消
火

や
救
急
、
救
助
活
動
は
、
１
分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、

普
段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な
通
報
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１１１１
月月
９９
日日
はは
１１
１１
９９
番番
のの
日日

通通
報報
はは
ああ
わわ
てて
ずず
ゆゆ
っっ
くく
りり
正正
確確
にに

徳島市消防局の通信指令室

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
１１
月
９
日
�
か
ら
１５

日
�
ま
で
の
一
週
間
、
秋
季
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
住
宅
火
災
が
依

然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
宅
火
災
の
発
生
防

止
お
よ
び
住
宅
火
災
に
よ
る
高

齢
者
な
ど
の
死
亡
数
の
低
減
を

図
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
促
進
、
住
宅
防
火
診

断
の
実
施
、
地
域
ぐ
る
み
の
移

動
防
火
教
室
の
開
催
な
ど
、
よ

り
一
層
の
防
火
安
全
対
策
の
徹

底
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
東
南
海
・
南
海
地
震

の
発
生
に
備
え
て
、
防
火
・
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
防
火
安
全
対
策
を

推
進
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
促
進
し
ま
す
。

防
火
思
想
の
普
及
啓
発
と
消

防
の
仕
事
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
こ
ど
も
消
防
カ
ー
ニ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
と
き
﹈
１１
月
１２
日
�
１３
時
〜

１５
時
３０
分
（
雨
天
中
止
）

﹇
と
こ
ろ
﹈
と
く
し
ま
動
物
園

﹇
内
容
﹈
消
防
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
消
火
、
放
水
、
救
助
、
煙
、

地
震
な
ど
の
体
験
）、防
火
・
防

災
コ
ー
ナ
ー
、
こ
ど
も
コ
ー
ナ

ー
（
ち
ぢ
み
ク
ラ
フ
ト
や
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
制
作
）
な
ど

﹇
参
加
費
﹈
無
料
（
入
園
料
は

別
途
必
要
）

秋秋
季季
火火
災災
予予
防防
運運
動動
をを
実実
施施

消消
ささ
なな
いい
でで
ああ
なな
たた
のの
心心
のの
注注
意意
のの
火火
。。

徳島市 消防局（新蔵町１）

全
国
的
に
飲
酒
運
転
に
よ

る
重
大
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

徳
島
市
で
は
、
市
を
挙
げ

て
の
飲
酒
運
転
防
止
の
啓
発

を
急
務
と
考
え
、
徳
島
市
議

会
と
合
同
で
、
飲
酒
運
転
撲

滅
と
交
通
事
故
の
な
い
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
飲
酒
運

転
撲
滅
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

飲
酒
運
転
撲
滅
を
宣
言
し

た
本
市
と
同
市
議
会
は
１０
月

１６
日
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
、
飲
酒
運
転
撲
滅

へ
の
意
識
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
両
国
本
町
商
店
街
の

飲
食
店
や
通
行
中
の
ド
ラ
イ

バ
ー
な
ど
に
対
し
て
、
飲
酒

運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。

市
役
所
か
ら
商
店
街
ま
で

の
間
を
、
の
ぼ
り
を
揚
げ
て

歩
い
て
通
行
人
に
啓
発
チ
ラ

シ
を
配
布
、
民
間
の
駐
車
場

で
は
、
宣
言
文
を
掲
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
飲
食
店
で
は
、

店
主
に
「
車
で
来
た
お
客
さ

ん
に
、
乗
っ
て
帰
ら
な
い
よ

う
に
呼
び
か
け
て
」
と
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。

◆

◆

◆

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な

交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
「
飲
酒
運
転
は
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を

徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
撲
滅

し
ま
し
ょ
う
。

飲飲
酒酒
運運
転転
撲撲
滅滅
をを
宣宣
言言

飲酒運転撲滅宣言

交通事故をなくし、安全で快適な地
域社会を実現することは、市民全員の
切実な願いです。とりわけ悪質で危険
性の高い飲酒運転を撲滅するためには、
「飲酒運転は絶対にしない。
許さない。」

という強い意識をもたなければなりま
せん。
徳島市は、ここに改めて交通安全意

識の徹底を強く呼びかけるとともに、
飲酒運転の撲滅に邁進することを宣言
いたします。

平成１８年１０月１３日
徳島市
徳島市議会

月１日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

１１2006 平成１８年１０月１日現在
（前月比）

（－８３）
（－３５）
（－４８）
（＋６０）

人 口 ２６１，３４０人
男 １２４，４７９人
女 １３６，８６１人

世帯数 １０９，２２９世帯
面 積 １９１．３９�

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈消
防
局
通

信
指
令
室
�（
６
５
６
）１
１

９
０

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈市
民
生

活
課
�（
６
２
１
）５
１
２
４

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈消
防
局
予

防
課
�（
６
５
６
）１
１
９
３

※
当
日
、雨
天
時
は
�（
６
５

６
）１
１
９
０

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『 徳 島 市 Ｎ Ｏ Ｗ 』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

高
齢
化
率
の
推
移
と

認
定
状
況

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
数
と
給
付
額

介
護
保
険
制
度
の

健
全
な
運
営
に
向
け
て

初級行政事務

保育士

幼稚園教員

初級消防吏員

水道局初級

交通局大型バス整備士

第７４６号 平成１８年１１月１日 （２）

介
護
保
険
は
、

高
齢
に
な
っ
て

も
で
き
る
限
り

自
立
し
た
日
常

生
活
が
営
め
る

よ
う
に
、
介
護

を
社
会
全
体
で

支
え
る
た
め
の

社
会
保
険
制
度

で
す
。
こ
の
ほ

ど
、
徳
島
市
介

護
保
険
事
業
の

平
成
１２
年
度
か

ら
平
成
１７
年
度

の
利
用
状
況
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

徳
島
市
の
高
齢
化
率
は
、
介

護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

平
成
１２
年
４
月
に
は
、
１７
・
７

％
で
し
た
が
、
平
成
１８
年
３
月

に
は
、
２０
・
８
％
に
上
昇
し
て

い
ま
す
。
そ
の
間
に
、
介
護
保

険
の
認
定
率
は
、
１２
・
６
％
か

ら
、
全
国
平
均
（
１６
・
７
％
）

を
大
き
く
上
回
る
２３
・
９
％
に

急
上
昇
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

認
定
率
の
上
昇
に
伴
い
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
も
こ

の
６
年
間
で
、
月
平
均
５
２
７

０
人
か
ら
１
万
３
０
４
人
へ
と

増
加
し
て
い
ま
す
。

給
付
額
も
平
成
１２
年
度
は
約

９４
億
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
１７
年
度
に
は
約
１
５
８
億
円

に
増
加
し
て
い
ま
す
（
表
２
）。

徳
島
市
で
は
、
平
成
１６
年
度

か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
人
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、

保
険
給
付
の
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
で
き
る
限
り
自
立
し

た
生
活
を
続
け
る
た
め
、
平
成

１８
年
度
か
ら
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
心
身

の
状
態
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に

本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

みんなで支える介護保険
市市職職員員採採用用試試験験ののおお知知ららせせ 徳徳島島市市のの介介護護保保険険のの利利用用状状況況

徳島市では、職員採用試験を次のとおり実施します。
［実施日］１２月３日�
［会場］徳島中学校（中前川町３丁目）、「幼稚
園教員」は富田中学校（中昭和町３丁目）
［申し込み］所定の申込用紙で１１月２日�から
１１月１６日�までに、各担当課へお申し込みく
ださい。郵便の場合は書留（１６日当日消印有
効）とし、幼稚園教員・初級消防吏員は返信用
封筒（あて先を記入し、８０円切手を貼ったも
の）を同封してください。
［申込用紙］市役所１階案内および７階人事課
（幼稚園教員・初級消防吏員・水道局初級・
交通局大型バス整備士は各担当課）にありま
す。郵便で請求する場合は、封筒の表に「初
級行政事務請求」などと朱書し、返信用封筒
（角形２号、１２０円切手を貼ったもの）を同
封してください。

▽受験資格＝昭和５７年４月２日から平成元年
４月１日までに生まれた人。
▽採用予定＝２人程度
▽試験内容＝第１次（教養試験・適性検査）、
第２次（小論文試験・面接・集団討論）
▽担当課＝人事課（〒７７０－８５７１ 幸町２
�６２１－５０２３）

▽受験資格＝昭和５５年４月２日以降生まれで、
保育士資格を有する人または平成１９年３月３１
日までに取得見込みの人。
▽採用予定＝１２人程度
▽試験内容＝第１次（教養・専門試験）、第２
次（小論文試験・面接・集団討論・実技試験）
▽担当課＝人事課（〒７７０－８５７１ 幸町２
�６２１－５０２３）

▽受験資格＝昭和５１年４月２日から昭和６２年
４月１日までに生まれた人で、幼稚園教諭免
許状を有する人または平成１９年３月３１日まで
に取得見込みの人。
▽採用予定＝５人程度
▽試験内容＝第１次（教養・専門試験）、第２
次（小論文・実技試験・面接）
▽担当課＝学校教育課（〒７７０－８５７１ 幸町
２�６２１－５４１３）

▽受験資格＝昭和５７年４月２日から平成元年
４月１日までに生まれた人で、消防業務に耐
え得る健康な人。
▽身体の基準＝①視力は、一眼でそれぞれ１．０
以上（矯正視力を含む）②色彩識別能力は、
赤色、青色および黄色の識別が可能③聴力は
左右正常－である人。
▽採用予定＝３人程度
▽試験内容＝第１次（教養試験・適性検査・
体力試験）、第２次（小論文試験・適性検査・
集団討論・面接・体力試験・身体検査）
▽担当課＝消防局総務課（〒７７０－０８５５ 新
蔵町１ �６５６－１１９１）

▽受験資格＝昭和５７年４月２日から平成元年
４月１日までに生まれた人。
▽採用予定＝一般事務４人程度、土木２人程
度、電気１人程度、化学１人程度
▽試験内容＝第１次（教養試験・適性検査、
ただし、土木、電気および化学は教養・専門
試験）、第２次（小論文試験・面接・集団討
論）
▽担当課＝水道局総務課（〒７７０－０８４７ 幸
町２ �６２３－１１８７ 内線２４１）

▽受験資格＝昭和４６年４月２日から昭和６０年
４月１日までに生まれた人で、２級ディーゼ
ル自動車整備士免許を有する人。
▽身体の基準＝①視力が両眼で０．８以上あり、
かつ一眼でそれぞれ０．５以上（矯正視力を含
む）②色覚および聴力に強度の異常なし－で
ある人。
▽採用予定＝１人程度
▽試験内容＝第１次（教養試験・適性検査）、
第２次（面接・実技・小論文試験）
▽担当課＝交通局総務課（〒７７０－０９４１ 万
代町７ �６２３－２１５１）

私
達
は
毎
日
、
様
々
な
飲
み

物
を
飲
ん
で
い
ま
す
が
、
中
で

も
お
茶
は
家
庭
や
職
場
で
毎
日

の
よ
う
に
飲
ま
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
お

茶
を
た
て
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
手
軽
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

入
り
の
お
茶
を
買
う
家
庭
が
増

え
て
き
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、

今
回
は
実

践
項
目
と

し
て「
お
茶
は
自
家
製
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
減
ら
そ
う
！
」を
提

案
し
ま
す
。
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

に
出
か
け
る
時
に
も
、
家
庭
で

た
て
た
お
茶
を
水
筒
に
入
れ
て

持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

空
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

水
筒
代
わ
り
に
再
使
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
正
し
く
分

別
す
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま

す
が
、
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

行
う
に
あ
た
っ
て
、
多
額
の
費

用
や
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
す
。

例
え
ば
、
市
内
の
１１
万
世
帯

が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
お
茶

の
消
費
量
を
、
毎
週
、
１
本
減

ら
し
、
自
家
製
の
お
茶
に
か
え

る
と
、
５
０
０
�
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
容
器
自
体
の
重
さ
は
１

本
（
約
３０
㌘
）
な
の
で
、
排
出

さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
年
間

で
約
１
７
２
ト
ン
の
減
量
と
な

り
、
約
６
５
０
万
円
の
ご
み
処

理
費
用
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

ち
り
も
積
も
れ
ば
…

ごご
みみ
減減
量量
徳徳
島島
市市
民民
大大
作作
戦戦

おお
茶茶
はは
自自
家家
製製
、、ペペ
ッッ
トト
ボボ
トト
ルル
をを
減減
らら
そそ
うう
！！

※ただし、初級行政事務、初級消防吏員お
よび水道局初級については、学校教育法に
よる４年制大学において２年を超えて在籍
した人は受験できません。

ご
み
ゼ
ロ
ん
！

（
ご
み
減
量
マ
ス
コ
ッ
ト
）

No．９

１１１１月月３３日日はは自自由由とと平平和和をを愛愛しし、、
文文化化ををすすすすめめるる日日

保健センター
（ふれあい健康館内）

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９１１月の無料相談

女性センター アミコビル４階
１１月３日の文化の日は、自由と平和を愛
し、文化をすすめる国民の祝日です。昭和
２１年のこの日に、戦争放棄、主権在民、基
本的人権の尊重を基本理念とした日本国憲
法が公布され、これを記念し、平和への意
思を基盤とする文化を発展、拡大させよう
と制定されました。
しかし、今でも世界各地では、民族間の
対立や領土をめぐる武力衝突などの争いが
後を絶ちません。戦争は残虐であり、虚し
さしか私たちに残しません。真の文化の発
展は、自由と平和から生まれます。私たち
は自由、平和である今の幸せを実感し、人
類共通の願いである平和社会の実現につい
て考えてみたいものです。
問 総務課（�６２１－５０１６）

※は保健師、他は医師が相談に応じます。＊※は予約制で、１日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］１５日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１２日�・２６日�１０：００～１２：００※託児あり（１歳～就学前まで。要申し込み）

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】
［日時］７・２１日�１３：００～１５：００

《女と男の生き方相談》

�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
１日�・８日�
１０日�・１５日�
１７日�

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

８・１５・２２日�
６日�
７・２１日�
２・１６日�
毎週月・金曜
毎週火曜
３０日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００
１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

１４・２８日�

８日�

１４・２８日�
８日�

１６日�

２２日�

一般健康相談
禁煙支援相談

認知症予防相談
こころの健康相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

生活習慣改善相談※

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈介
護
保
険

課
�（
６
２
１
）５
５
８
７

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈生
活
環
境

課
�（
６
２
１
）５
２
０
２

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



生まれ月

４月

５月

６月

７～９月

［受付時間］１３：００～１４：００
※都合が悪い場合は日程中で変更してください。

実 施 日

１１／１４�
１１／１５�
１１／１６�
１１／１７�

生まれ月

１０～１２月

１月

２月

３月

実 施 日

１１／７�
１１／８�
１１／９�
１１／１０�

（３） 平成１８年１１月１日 第７４６号

INFORMATION

募 集

とくしま植物園講習会
とくしま植物園（渋野町入道）緑の相談
所で。対象は、市内在住または在勤の人。
◆押し花教室（冬コース）＝１２月５日�１０：
００～１２：００。年賀状とお箸袋づくり。講師
は、磯田久美さん、速水典子さん。定員は
１５人（抽選）。受講料は５００円。
◆ハンギングバスケット特別教室＝１２月１０
日�１０：３０～１２：００。ハンギングでお正月
飾り。講師は、とくしま植物園緑の相談員。
定員は２０人（抽選）。受講料は２，０００円。
◆フラワーアレンジメント特別講座＝１２月
６日�１３：３０～１５：３０。ちょっと変わった
クリスマスリース。講師は古賀好恵さん。
定員は２０人（抽選）。受講料は２，０００円。
申 往復はがきに、講座名・住所・名前・
年齢・電話番号、返信あて名を記入し、１１
月１５日�（必着）までに、とくしま植物園
緑の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５
－１ �６３６－３１３１）へ。徳島市ホームペ
ージ「電子申請」からの申し込みも可。

徳島市民病院の
臨時臨床検査技師
応募資格は、臨床検査技師資格を持つ５０
歳以下の人。採用予定は１人。勤務は１２月３
日から。日給８，２００円。駐車場あり（有料）。
申 市民病院管理課（�６２２－５１２１内線３４０）

応急手当の実技講習会
１１月１９日�１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
AED取り扱いなど。受講は無料。
申 東消防署（�６５６―１１９５）、西消防署（�
６３１―０１１９）

くらしの講座
１１月２０日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマ「もしか
したら認知症？」。講師は園瀬病院長・阿部
昭夫。定員は４０人（先着順）。受講は無料。
申 徳島市消費生活センター（�６２５－２３２６
火曜日・祝日は休み）

赤ちゃん誕生記念品の制作
１１月１２日�と２６日�９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足型
は３カ月児、手型は１歳児ぐらいから。定
員は１０人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）

催 し

ニュースポーツのつどい
１１月１１日�９：００～１２：００。内町小学校

（城内１）体育館・グラウンドで。ペタン
クとカローリング。参加は無料。希望者は
直接会場へ（カローリング参加者は体育館
シューズを持参で）。
問 スポーツ振興課（�６２１－５４２７）

市立図書館
１１月のおはなし室プログラム

▽１１日�腹話術 ▽１８日�お話と手遊び ▽

２５日�おんぶとだっこのふれあいあそび、
各１０：３０～１１：００。 ▽２６日�エンジョイイ
ングリッシュ、１０：００～１１：００。参加は無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

人権教育・啓発研究集会
１１月１１日�１３：００～１６：００。国府公民館、
入田コミセン、富田小学校、西富田公民館
丈六公民館で。さまざまな人権問題につい
て「今、私にできること」を考える集会。
問 人権推進課（�６２１－５１６７）

第４８回全日本病院学会徳島大会
一般公開講座
１１月４日�１３：００～１５：００。ホテルクレ
メント徳島（寺島本町１）４階で。演題は
「法医学から見た虐待症候群」。講師は杏林
大学教授・佐藤喜宣さん。入場は無料。
問 徳島県医師会（�６２２－０２６４）、保健セ
ンター（�６５６－０５２８）

お 知 ら せ

国民健康保険料
◆納付にご協力を
１１月を「国保料収納率向上特別対策月間」
とし、保険料の未納世帯に対して日曜特別
徴収や夜間戸別訪問、電話催告などを実施。
やむを得ない事情で納付が遅れている場
合は、ご相談を。
問 保険年金課（�６２１－５１５７・５１６４）
◆納付は便利な口座振替で
１１月は国民健康保険料の口座振替の加入
促進キャンペーンを実施。希望する人は、
預金通帳とその印鑑、納入通知書を持参し、
通知書記載の金融機関（郵便局を除く）で
手続きを。
問 保険年金課（�６２１－５３８４）

住民向け公募債
「しっかり！ぼう債」
購入申し込みは１１月２日�まで。同公募
債は、県と徳島市が共同で発行する地方債。
市では、投資いただいた資金を市内の小・
中学校の校舎等耐震化工事や消防の同報無
線整備事業など防災対策に活用。購入方法
などは徳島市ホームページ、阿波銀行・徳
島銀行・四国銀行の窓口に設置するパンフ
レットで。
問 財政課（�６２１－５０４７）

ポリオ予防接種を実施
保健センター母子保健ルーム（沖浜東２
ふれあい健康館２階）で。対象は、生後
３カ月～９０カ月未満で、２回投与を受けて
いない乳幼児。接種は無料。

◆ポリオの追加接種をお勧めします
昭和５０年～５２年生まれの人は、ポリオの
免疫保有割合が他の年齢の人に比べて低い
ことから、 ▽ポリオウイルスが根絶されて
いない国に渡航する ▽お子さんが予防接種
を受ける－場合は、再接種を。接種は、県
立中央病院、徳島大学病院、徳島赤十字病
院の各小児科で実施（予約が必要）。なお、
任意のため有料。
問 保健センター（�６５６－０５４０）

木造住宅の耐震診断・改修費補助金
申し込み締め切り迫る
耐震診断の対象は、昭和５６年以前の在来
工法２階建てまでの現に居住している木造
住宅。１戸建個人負担金３千円。
耐震改修補助金は上記診断を受け、「倒
壊または大破壊のおそれがある」と判定さ
れた現に居住している住宅で、「一応安全」
とする工事について、耐震改修工事費の２
／３（ただし、限度額６０万円）を補助。
いずれも受け付けは１１月３０日�まで。その
他条件などあり。詳しくは、徳島市ホーム
ペ－ジまたは建築課にお問い合わせを。
問 建築課（市役所４階 �６２１－５２７２）

植木、庭木などに農薬を散布
するときは飛散防止対策を
農作物から登録外や基準を超える濃度の
農薬が検出されると、その農産物の出荷が
できなくなるため、植木、庭木、園芸作物
などに農薬を散布するときは、飛散防止対
策をして周囲の農作物に農薬がかからない
よう十分な注意を。
問 農林水産課（�６２１－５２５２）

申告も納税もパソコンで
国税電子申告・納税システム（e－Tax）
は、国税に関する各種手続き（①所得税、
法人税、消費税、酒税および印紙税の申告
②全税目の納税③申請・届け出など）が自
宅やオフィスからインターネットを通じて
行うことができ、税務署などに何度も出か
ける必要がないため、特に源泉所得税の毎
月納付や消費税の毎月申告など、利用回数
の多い手続きには便利。利用には、事前に
開始届出書の提出が必要。詳しくはe－Tax
（イータックス）ホームページ（http : //
www.e－tax.nta.go.jp）で。
問 徳島税務署総務課（�６２２－４１３１）

農地の貸し借りの
申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は市街化調整区域内の農地で、借り手は
経営規模拡大を志向する農家。特徴は▽農
地法の許可は不要で小作地所有の制限は受
けない▽契約期間が過ぎれば離作料を支払
うことなく確実に返してもらえる－など。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持参し、１１月１０日�ま
でに、農業委員会事務局（市役所３階 �
６２１－５３９３）へ。

古い電話帳の回収にご協力を
NTTが、地球環境・資源保護のため、古
い電話帳の回収を実施。新しい電話帳をお
届けする際に、不用となった電話帳を回収
するので、ご協力を。期間は１１月６日�～
２２日�。不在などで渡せなかった時は、タ
ウンページセンターにご連絡を。
問 タウンページセンター（�０１２０－５０６
－３０９）、生活環境課（�６２１－５２０２）

１１月１３日�～１１月１９日�
「女性の人権ホットライン」強化週間
職場における男女差別やセクシャルハラ
スメント、夫やパートナーからの暴力など
女性の人権問題に関する専用電話で、女性
の人権擁護委員と徳島地方法務局職員が相
談を受け付け。気軽にご相談を。秘密厳守。
電話番号は０５７０－０７０－８１０。受付時間は、
同週間中８：３０～１９：３０（土・日曜日は１０：
００～１７：００）、通常平日８：３０～１７：１５。
問 人権推進課（�６２１－５１６９）、徳島地方
法務局（�６２２－４８９４）

電気設備定期点検に伴う
各種サービスの休止
１１月３日	６：００～２０：００。市役所本庁
舎の電気設備定期点検を実施。点検中は、
ホームページによる情報の提供、電子メー
ルによる問い合わせなどの受け付けは休止。
問 広報広聴課（�６２１－５０９１）
住民票の写し・印鑑登録証明書・外国人
登録原票記載事項証明書の自動交付機は終
日休止。
問 住民課（�６２１－５１４０）

市立図書館
１１月３日�は臨時開館
１１月３日	は読書週間のため、臨時開館。
開館時間は９：００～１８：００。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

燃やせるごみ・資源ごみの収集
１１月３日�の該当地区は、ごみを収
集します。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

１１月は固定資産税
第４期分の納期月
納期限は１１月３０日�です

聞聞ここええまますすかか？？
子子どどももかかららののSSООSS

高齢者インフルエンザ予防接種を実施出出産産育育児児一一時時金金のの申申請請方方法法がが変変わわりりまますす
インフルエンザは、感染すると抵抗力の弱い高齢者や慢性疾
患のある人などは、重症化することが多いので特に注意が必要
です。その予防には、流行前の予防接種が最も効果的であるこ
とから、高齢者を対象とした予防接種を実施します。
なお、インフルエンザに対する抵抗力がつくまでに２週間程
度かかり、効果が十分に持続する期間は５カ月間とされていま
す。流行前の１２月中旬までに受けることをお勧めします。

１１月１日から、徳島市国民健康保険出産育児一時金の給付について
は、被保険者が出産費用を支払う負担を軽減するため、申請により、
医療機関等が出産費用の額を市から受け取る「受取代理制度」を実施
します。なお、同制度の実施に伴い、徳島市国民健康保険出産費資金
貸付制度は廃止します。
［対象］徳島市国民健康保険の被保険者で、出産育児一時金の支給を受
ける見込みがあり、出産予定日まで１カ月以内の人。
［受取代理の方法］出産育児一時金申請書を保険年金課７番窓口（市役
所１階）に提出してください。その時にお渡しする受取代理専用の請
求書（医療機関などの記載・押印が必要）の提出も必要です。
なお、申請書と請求所の交付の際には、被保険者証、母子健康手帳
など出産予定日を証明する書類が必要です。
［支払方法］市から直接医療機関等に支払います。 ▽請求額が３５万円を
超えるとき＝３５万円を超える額は被保険者が医療機関等に支払ってく
ださい。 ▽請求額が３５万円未満のとき＝３５万円から請求額を差し引い
た額を被保険者に支払います。
なお、従来どおり出産後に申請し、受け取ることもできます。

［問い合わせ］保険年金課（�６２１－５１５９）

１１月は「児童虐待防止推進月間」

ここ数年、全国的に養
育者の子どもに対する虐
待が増えており、大きな
社会問題となっています。
子どもに対する虐待は、
身体的虐待、性的虐待、
ネグレクト（養育の拒否や保護の怠慢）、心
理的虐待などさまざまです。
もしや虐待では、と思われたときは福祉
事務所か児童相談所に早めにご相談くださ
い。「虐待でなかったらどうしよう」と不
安を感じる必要はありません。秘密は厳守
します。
［問い合わせ］
福祉事務所子育て支援課（�６２１－５１２２）、
徳島県中央児童相談所（�６２２－２２０５）

［対象］徳島市に住民登録をし
ている満６５歳以上の人（接種
期間中の到達者を含む・接種
補助券に住所・名前の印字が
ある人）。
［実施場所］市内の委託医療機
関。接種前に、市ホームペー
ジか、医療機関でご確認を。
［接種期間］１１月１日�～平成
１９年１月１５日�
［自己負担金］１，８００円（ただ

し、生活保護法による被保護
世帯に属する人は無料）
※一部公費負担で受けられる
のは接種期間中の１回
［接種の方法］委託医療機関に
事前に予約をし、接種補助券
（基本健康診査整理券と一緒
に送付済み）を必ず持参し、体
調の良い時にお受けください。
［問い合わせ］保健センター
（�６５６－０５４０）

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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室
﹈

★
せ
っ
け
ん
粘
土
教
室「
い
ち

ご
を
作
ろ
う
」（
１０
時
〜
）＝

定

員
３０
人
、材
料
費
３
０
０
円
★

お
は
ぎ
づ
く
り
体
験（
１３
時
３０

分
〜
）＝

定
員
５０
人
、体
験
料
１

０
０
円
﹇
視
聴
覚
室
﹈★
ビ
デ

オ
子
ど
も
マ
ン
ガ
ま
つ
り（
１０

時
３０
分
〜
／
１４
時
〜
）﹇
和
室
﹈

★
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
お
茶
席

（
１０
時
〜
／
１３
時
〜
）＝

定
員
は

午
前
１
０
０
人
、午
後
５０
人
、参

加
費
１
０
０
円
﹇
元
気
回
復

室
﹈★
介
護
技
術
講
座「
脳
内
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」（
１３
時
３０
分
〜
）

﹇
学
遊
塾
ロ
ビ
ー
﹈★
お
花
の

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト（
１０
時
〜
／

１３
時
〜
）＝

定
員
各
６０
人
、材
料

費
３
０
０
円

サ
ー
ク
ル
同
士
の
交
流
を

深
め
て
い
こ
う
と
、
平
成
元

年
、
徳
島
市
内
で

活
動
す
る
手
話
サ

ー
ク
ル
の
代
表
者

ら
が
集
ま
っ
て
結

成
さ
れ
た
の
が

「
徳
島
市
手
話
サ

ー
ク
ル
連
絡
協
議

会
」
で
す
。

現
在
は
、
徳
島

市
の
広
報
番
組
に

手
話
通
訳
と
し
て
出
演
し
て

い
る
ほ
か
、
聴
覚
障
害
者
と

の
交
流
会
や
手
話
学
習
な
ど

を
し
て
お
り
、
手
話
の
普
及

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
７
人
。
月
２
回

の
ペ
ー
ス
で
集
ま
り
、
広
報
番

組
の
手
話
の
打
ち
合
わ
せ
や
、

手
話
通
訳
の
資
格
取
得
の
た
め

の
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
８
月
に
は
香
川
県
の
大
島

青
松
園
を
訪
問
。
徳
島
県
人
の

入
所
者
と
面
会
し
、
社
会
的
偏

見
や
差
別
に
つ
い
て
の
理
解
を

よ
り
一
層
深
め
ま
し
た
。

手
話
を
始
め
る
き
っ
か
け
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
発
足
当

時
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
会
長

の
勝
田
邦
明
さ
ん
は
「
手
話
を

勉
強
し
始
め
た
の
は
２０
年
前
。

職
場
で
あ
っ
た
講
習
会
に
参
加

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
手

話
は
、
講
習
を
受
け
た
だ
け
で

は
ダ
メ
だ
か
ら
、
講
習
会
を
修

了
し
た
仲
間
で
サ
ー
ク
ル
を
つ

く
っ
た
ん
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

手
話
に
も
、
言
葉
と
同
じ
よ

う
に
、
方
言
や
そ
の
人
独
特
の

ク
セ
、
年
齢
に
よ
る
違
い
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
流

会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
中
で
、

実
際
に
聴
覚
障
害
者
と
手
話
で

話
し
て
、
経
験
を
積
む
こ
と
が

必
要
不
可
欠
だ
と
い
う
の
で
す
。

最
近
は
、
小
学
生
が
手
話
を

習
っ
た
り
す
る
な
ど
、
手
話
へ

の
関
心
は
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ

り
、
県
や
市
町
村
が
主
催
す
る

手
話
講
習
会
な
ど
は
、
参
加
者

を
募
集
し
て
も
定
員
が
す

ぐ
に
埋
ま
る
こ
と
も
あ
る

と
か
。
「
講
習
だ
け
で
な

く
、
そ
の
後
も
継
続
し
て

手
話
を
勉
強
す
る
人
が
増

え
て
ほ
し
い
」。こ
れ

は
、
メ
ン
バ
ー
の
願

い
で
も
あ
り
ま
す
。

手
話
は
、
聴
覚
障
害
者

に
と
っ
て
、
筆
談
と
と
も

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
。
「
ど
こ
に
い
て
も
手

話
通
訳
者
が
い
る
よ
う
な

社
会
に
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
」。勝
田
さ
ん
は
最
後

に
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈勝
田
邦
明

さ
ん
�
０
９
０（
２
７
８
３
）

０
７
４
２

ふふふふ
れれれれ
ああああ
いいいい
健健健健
康康康康
館館館館

１１
月
１９
日
�

５５５５
周周周周
年年年年
記記記記
念念念念
フフフフ
ェェェェ
スススス
テテテテ
ィィィィ
ババババ
ルルルル

徳島市手話サークル
連絡協議会

とと
くく
しし
まま

障
害
者
と
の
交
流
で
技
術
も
向
上

▲昨年のふれあい健康館フェスティバルの様子

９４

開館５周年記念フェスティバル協賛事業

「皮膚の日」記念行事

講演会「皮膚癌とたたかうために」
［とき］１０：００～１１：００
［ところ］１階ホール
［講師］荒瀬誠治さん（徳島大学医学部
皮膚科教授）［定員］２００人

健康づくりの輪を広げよう

■健康チェックコーナー（血圧測定・腹囲
測定・血管年齢測定）・健康相談コーナー・
栄養コーナー（時間はいずれも１０：００～／
１３：００～）＝正面玄関■健康づくりコーナ
ー「１０００歩ってどれくらい？」「開眼片足
立ち／閉眼片足立ち」（１０：００～／１３：００
～）＝健康増進広場
■ヘモグロビンＡ１ｃ検査（６０歳未満で
健診を受けたことがない市民対象。先着
５０人）（１０：００～／１３：００～）＝２階健康相
談室■孫育てワクワク講座（９：３０～）定員
３０人■パパママクラス（１３：３０～）定員４０
人＝いずれも事前申し込みが必要。２階
母子保健ルーム
［申し込み・問い合わせ先］保健センター
（�６５６－０５３２）

﹇
屋
内
運
動
室
﹈
●
簡
単
ヨ
ガ
・

ス
ト
レ
ッ
チ（
１０
時
３０
分
〜
）●

は
じ
め
て
の
パ
ワ
ー
・
ヨ
ガ（
１１

時
３０
分
〜
）●
太
極
拳
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
！（
１３
時
３０
分
〜
）※
定

員
は
各
２０
人（
抽
選
）。要
申
込

（
希
望
コ
ー
ス
、住
所
、名
前
、電

話
番
号
を
書
い
て
、１１
月
１０
日

�
ま
で
に
は
が
き
で
生
涯
福
祉

セ
ン
タ
ー
〒
７
７
０
―
８
０
５

３

沖
浜
東
２
―
１６
へ
）。参
加

に
は
ジ
ム
利
用
券
が
必
要
。ジ

ム
利
用
券
と
引
き
替
え
に
、無

料
利
用
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。▲手話の練習などに励むメンバー

ふふふれれれあああいいい考考考古古古学学学教教教室室室参加者
募 集

昨年寄贈された「女房装束（十二単）」をはじめ
とする華麗な宮廷装束を雅やかな日本伝統の雅楽
の調べにのせて紹介するファッションショーです。
［とき］１１月５日�１３：３０～１５：００
［ところ］同館ラウンジ
［講師］瀬尾静子さん（瀬尾静子きもの学院学院長）
［出演］阿波雅楽会のみなさん

徳徳徳島島島城城城博博博物物物館館館・・・秋秋秋ののの催催催しししいいいろろろいいいろろろ
徳島城博物館で開催中の特別展「美術の中の三

国志」（１１月２６日まで）の関連行事を次のとおり開
催します。

［とき］１１月１１日�１３：３０～１５：３０
［ところ］同館講座室
［講師］東育夫（徳島市教育委員会）
［内容］中国伝統の剪紙（切り絵）にちなんで「三
国志」を切り絵で愉（たの）しみます。講師の作
品展示と解説、簡単な切り絵の実習を行います。
［定員］先着３０人。小学生は保護者の同伴が必要
［申し込み方法］電話で、名前、住所、電話番号
を１１月１０日�までに徳島城博物館へ。

［とき］１１月４日�、１１月１８日�いずれも１３：３０～
［ところ］同館企画展示室

［とき］１１月２３日�９：３０～１７：００
［ところ］徳島市立考古資料館研修室、
体験学習広場、周辺
遺跡など
［内容］同館の特別
企画展見学、古墳な
どの探検、火起こし、
勾（まが）玉づくり、
古代食の試食など
［定員］小学３～６
年生、中学生とその保護者２５組（５０人）
［受講料］２人で２，０００円（材料費含む）
［申し込み方法］所定の用紙に記入の上、
受講料と材料代を添えて、直接考古資料
館へ
［申し込み・問い合わせ先］徳島市立考
古資料館（国府町西矢野、�６３７－２５２６）

書家・歌人として知られ、多くの逸話で彩られ
ている良寛さまの魅力について、新たな視点から
解き明かします。
［とき］１１月１２日�１４：００～［ところ］同館和室
［講師］藤井悦子さん（書家）

※参加費はすべて無料（ただし入館料が必要）
［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６－２５２５）

▲勾玉づくりの様子

き

き

▲切り絵（部分）

い

い

▲鈴木芙蓉「関羽図」

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈生
涯
福
祉

セ
ン
タ
ー
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６
５
７
）０
１

９
０
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